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家庭児童相談室の窓から

　当相談室では家族についてのご相談もお受
けしていますが、女性相談者がパートナーの
ことを話題にする場合、相談員がその方をど
う呼ぶかは毎回迷うところです。
　相談者の言葉遣いに合わせるようにしてい
ますので、相談者がパートナーを「主人」と
呼ぶ場合は、こちらも「ご主人」を使い、そ
うでない場合は、相談者の使う言葉を聞きな
がら、「夫さん」「おつれあい」等、できるだ
け相談者の感覚に馴染みそうな言葉を選びま
す。相談者はそれ以外にも、「お父さん」「う
ちの」「あの人」等、さまざまな呼び方をし
ます。

　最近の若い世代では「旦那」「ダンナさん」
がよく使われているようです。男女共同参画
を推進しているこの時代に、なぜ「旦那」？
芸能人の結婚がよく「入籍」と報道されるせ
いか、家制度を想起させる「入籍」という言
葉も「結婚」の同義語のように使われること
が増えてきました。こういう言葉の裏側にあ
るイマドキの結婚観も気になるところです。
　相談者がパートナーをどう呼ぶかは、相談
者の家族観、夫婦観を推し測るひとつの手が
かりになりますが、同時に、相談員の使う言
葉から、相談者は相談員の価値観を知ること
ができます。相談員が口にした言葉に相談者
が違和感を覚えれば、おそらく本音は語られま
せん。難しくてデリケートな問題だと思います。
　　　（家庭児童相談室　相談員　砂川真澄）
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